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インドの歴史

• インダス文明・ガンジス文明（紀元前2600年頃）

• 古代インドの諸王朝（紀元前4世紀後半）

• マウリヤ朝マガダ国のインド統一

• 大乗仏教のおこり（西暦1世紀はじめ）

• インド古典文化の完成（4世紀前半）

• アジャンター石窟寺院の壁画グプタ朝の成立と

ヒンドゥー教の確立（５世紀）

• インドのイスラーム化と南インド（10世紀後半）

• ポルトガルとスペイン（１４９８年）

• ムガル帝国（１５２６年～）

• 英蘭の南インド進出（17世紀）

• 英仏の進出と植民地抗争（1661年）

• イギリスによる蚕食とインドの貧困化（18世紀後半）

• イギリス植民地時代（1858年から1947年まで）
• インド大反乱と英領インド帝国の成立

（1857年）
• インド国民会議派の成立（1885年）
• タタ鉄鋼で工業大国化（1907年）
• 2度の世界大戦と
• インド、ガンディーの登場（1919年）

• 非暴力・不服従の運動
• イギリス製品排斥や地税不払いなど

多様な反英運動
• イギリスは新インド統治法を発布

• 第二次世界大戦後
• 分離独立と戦後インド憲法の制定

立憲君主制のインド連邦として独立（1947
年）

• 非同盟主義
• 印パ戦争と中印国境紛争
• 核大国化

• BRICsの一角（ブラジル、ロシア連邦、中華人民
共和国）



インドの基本情報. 

面積. 328.73万㎢（日本の8.7倍）
（2017年）

人口. 13億3918万人
(2017年、国連推計) 

首都. ニューデリー（2570万3000
人、2015年推計、世界年鑑）. 

主要都市. 
ムンバイ2,104万人、
コルカタ1177万人、
バンガロール1009万人、
チェンナイ962万人、
ハイデラバード894万人





ムガル帝国の栄華と終焉、
そしてインド独立を物語る「赤い城」

• 赤砂岩の城壁に守られた赤い巨大な城塞、世界遺産（文化遺産）に登録されている。

• 城内には、ムガル帝国時代、約5万7千名の人々が住んでいた。

• 南の門は、主に皇帝が宗教行事に出かける際に利用した。

• 西の門は「ラホール門」と称され、主に高官や使節、貴族、官僚などの通用門で
あった。

• ラホール門をくぐった先のチャッター・チャウクと呼ばれる通りには、主に宮殿に
仕える女官たちのためのアーケード付きの城内商店街があった。商店街の近くには、
刺繍や彫金などの職人の工房が数多く存在したとみられている。

• 商店街と職人の工房の先では、宮廷づきの楽士たちが、皇帝の登場を告げる音楽を
奏でた。

• 公謁殿（ディーワネ・アーム）には、かつてルビーやサファイア、エメラルドなど
の宝石がはめ込まれていた王座があり、ここで皇帝は毎日正午頃に、一般謁見を
行った。



インドのデリーにあるロータス寺院は、1986年12月

に奉納されたバハイ礼拝堂。花のような形で有名で、

市内の有名なアトラクションになっている。すべての

バハイ礼拝堂と同様に、ロータス寺院は、宗教やその

他の資格に関係なく、すべての人に開かれている。建

物は27個の独立した大理石で覆われた「花びら」が

3つに集まって9つの側面を形成し、高さ34メートル

をわずかに超える中央ホールに9つのドアが開いてい

る。 ロータス寺院は数々の建築賞を受賞しており、

多くの新聞や雑誌の記事で取り上げられている。

2001年のCNNのレポートでは、世界で最も訪問され

た建物と呼ばれている。

ロータス寺院



インド門 ⚫ インド門（全インド戦争記念）は、
ニューデリーの「儀式の軸」の東端、
キングスウェイと呼ばれる位置にある
戦争記念碑である。

• 第一次世界大戦で1914年から1921年
の間に亡くなったイギリス·インディ
アン軍の7万人の兵士、フランス、フ
ランドル、メソポタミア、ペルシア、
東アフリカ、ガリポリ、近東および極
東の他の地域での第三の英·アフガニ
スタン戦争の記念碑として立っている。

• 13,300人の軍人の名前が、イギリスか
ら来た兵士や将校を含む城門に刻まれ
ている。

• この城門はエドウィン·ルティエン卿
によって設計された。ローマのコンス
タンティヌス大公などの凱旋門の建築
様式を呼び起こす。パリの凱旋門、ム
ンバイのインド門とよく比較されてい
る。



フマーユーン廟 - Google マップ

最愛の妻に捧げた霊廟タージ・マハルが
建つ100年前にも、インドでは配偶者の
死を悲しむ王族の物語が残る霊廟がある。
それが、インドの首都デリーの中心部東
南端のプラーナ・キラーの南に建つ「デ
リーのフマユーン廟」。

「デリーのフマユーン廟」はムガル帝国
の第2代皇帝フマユーン霊廟と庭園から
構成されるインドの世界遺産だ。

フマユーン霊廟はその名のとおり、ムガ
ル帝国第2代皇帝フマーユーンの遺体が
眠る霊廟。

典型的な庭園霊廟で、庭園も建物も左右
対称の「庭園の中の廟」といわれる、イ
ンド初のムガール様式の霊廟として、
1983年にユネスコ世界遺産に登録された。

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%95%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%83%B3%E5%BB%9F+Nizamuddin,+Nizamuddin+East,+New+Delhi,+Delhi+110013+%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89/@28.5935508,77.2468611,16z/data=!4m5!3m4!1s0x390ce31abf23b4d5:0xb20a251215dad3f0!8m2!3d28.5929646!4d77.2510223


インド デリーでオートリキシャに乗ってみた！ デリー市
内観光 - Bing video

デリーの交通事情がわかる動画です。

https://www.bing.com/videos/search?q=%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%83%89%e3%80%80%e3%83%87%e3%83%aa%e3%83%bc%e3%81%ae%e8%a6%b3%e5%85%89&qpvt=%e3%82%a4%e3%83%b3%e3%83%89%e3%80%80%e3%83%87%e3%83%aa%e3%83%bc%e3%81%ae%e8%a6%b3%e5%85%89&view=detail&mid=15A2A54B94BE86CD780215A2A54B94BE86CD7802&&FORM=VRDGAR&ru=%2Fvideos%2Fsearch%3Fq%3D%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25B3%25E3%2583%2589%25E3%2580%2580%25E3%2583%2587%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2581%25AE%25E8%25A6%25B3%25E5%2585%2589%26qpvt%3D%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25B3%25E3%2583%2589%25E3%2580%2580%25E3%2583%2587%25E3%2583%25AA%25E3%2583%25BC%25E3%2581%25AE%25E8%25A6%25B3%25E5%2585%2589%26FORM%3DVDVVXX


クトゥブ ミナールと
建築物

インド最大のミナレット（塔）
と各時代の遺跡が見られる。

この塔は高さが72.5mと圧巻。
奴隷王朝がヒンズー寺院を破壊
した時の石材で作られている。

庭園には、5世紀のグプタ朝時
代の鉄柱が今も残っており、錆
びない鉄として有名。

きれいに整備されているので、
安心して見学できる。
（1993年に世界遺産に登録）



デリーとニューデリーの違い

• インドの首都はデリー。しかしニューデリーが首都と教わった人も多いのでは？

• デリーとニューデリーはひとつの都市圏を形成している。東京で言うところの、旧15区に対し

て新生の23区といった区分に近い。

• デリーはインドの首都であり、どこの州にも所属していない行政直轄区域と定められている。

その地域全体がデリーであり、そこの中にデリーと表記される旧市街にあたるオールドデリー

と、ニューデリーが存在する。

• 政府機能施設などはニューデリーに集中しているので、首都がニューデリーといった解釈がこ

れまでされてきた。

• オールドデリーは日本の東京に例えるならば浅草や上野といった下町。一方でニューデリーは

山の手。

• 正しくはデリーという大きな街があり、その中にニューデリーと呼ばれる一角があることにな

る。



アクシャルダム寺院
1968年当時、BAPSスワーミー
ナーラーヤン教の教祖ヨーギー・
マハーラージが、ヤムナー川岸に
巨大寺院建築の建設を構想。

彼の死後、後継者のプラムクが構
想の遺志を継ぎ、デリー開発局へ
の申請を経て、正式に建設が決定。

2000年4月に開発局から24万平方
メートルの土地を与えられ、同年
11月8日に工事が着工。2005年に
竣工し、同年11月6日をもって正
式に開院した。

オープニングセレモニーには、マ
ンモハン・シン首相も訪れるなど
した。2007年12月17日に、世界最
大のヒンドゥー教寺院としてギネ
スブックに認定された。



チャンドニー チョーク (月光の市場) 

• ここでは、あふれかえる活気の中でインドの暮らしの根幹、地元の屋台フードを

味わったり、掘り出し物を探して買い物を楽しんだりしながら、刺激と魅力に満

ちた地区の雰囲気をたっぷり感じることができる。

• チャンドニー チョークは、17 世紀にムガール帝国の君主であるシャー・ジャハ

ンが開設したバザールで、デリーの旧市街 (オールド デリー) にある。

• このバザールの名は「どろぼう市」という意味を持ち、電化製品、ビンテージの

衣類、アンティーク家具、香水など、さまざまな商品がずらりと並んでいます。

• お気に入りの物を見つけたら、地元の商人を相手に値段交渉のテクニックを試し

てみてください。



チャンドニー チョーク - Bing images

https://www.bing.com/images/search?q=%e3%83%81%e3%83%a3%e3%83%b3%e3%83%89%e3%83%8b%e3%83%bc+%e3%83%81%e3%83%a7%e3%83%bc%e3%82%af&qpvt=%e3%83%81%e3%83%a3%e3%83%b3%e3%83%89%e3%83%8b%e3%83%bc+%e3%83%81%e3%83%a7%e3%83%bc%e3%82%af&tsc=ImageHoverTitle&form=IGRE&first=1


チャンドニー チョーク



インド門 - Google マップ ニューデリー

https://www.google.com/maps/@28.6129478,77.2286884,3a,75y,84.84h,96.77t/data=!3m8!1e1!3m6!1sAF1QipPsoDxjkuoj-b0NYu207UIofi9Y62BOeFFs7smb!2e10!3e11!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipPsoDxjkuoj-b0NYu207UIofi9Y62BOeFFs7smb%3Dw203-h100-k-no-pi-0-ya182.64731-ro-0-fo100!7i8704!8i4352

